
南大東島の自然 �もう一つの大洋島の視点から�

清 水 善 和�

I. はじめに

筆者が 1976年以来研究フィ�ルドとしてき
た小笠原諸島は� 固有種を多数含む独特の生態

系をもつことで知られており� 南米のガラパゴ

ス諸島になぞらえて �東洋のガラパゴス� と呼

ばれる� そこで見られるユニ�クな生物相の特
徴は小笠原が過去に一度も周辺の大陸と地続き

になったことがなく大洋中に孤立して存在して

きた大洋島であることに起因する �清水�

1989��以下�小笠原諸島のうちほぼ共通の成因

と歴史をもつ聟島� 父島� 母島の 3列島をまと

めて小笠原と呼ぶ�

さて� 日本には小笠原の他にもう一つの大洋

島がある� 一般には沖縄の島	の一つに数えら

れていて目立たないが� 沖縄の他の島	とは成

因の異なる大東諸島である� 大東諸島は沖縄本

島から約 360 kmの東方海上にあり� 北から北

大東島� 南大東島� 沖大東島の三つの島から

成っている �図 1�� 中央の南大東島は北緯 25
-

54��58�� 東経 131
-12��15�に位置しており�

北緯 27
付近にある小笠原よりやや南にある�

北大東島は南大東島の北東約 8 km� 沖大東島

は南 169 kmに位置しており� 各島の面積と最

高点は南大東島� 30.4 km2, 75 m� 北大東島�

12.7 km2, 74 m� 沖大東島� 1.2 km2, 33 mであ

る� 以下� 大東諸島のうちほぼ共通の成因と歴

史をもつ南北大東島を合わせて大東島と呼

ぶ�

大東諸島の中で一番大きな南大東島の自然に

ついては� 過去にさまざまな調査がなされ� 南

大東島の百科事典ともいうべき �南大東島村

誌� �南大東村誌編集委員会� 1990� 以下� �村

誌� と略記する� にまとめられているが� 大洋

島としての特質についてはほとんど触れられて

いない� 今回� 小笠原からみたもう一つの大洋

島である南大東島を訪れる機会があり� 若干の

植生調査を行なったので� 小笠原との比較を交

えながら� 大洋島の視点からみた南大東島の自

然について報告したい� 実際に調査を行なった

南大東島を中心に記述するが� 必要に応じて北

大東島と沖大東島にも言及する�

� 駒澤大学文学部自然科学教室

図 1 大東諸島の位置
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なお� 本研究は駒澤大学応用地理研究所の平

成 14年度共同研究 �南西諸島の環境と文化�の

一環として行なわれた�

II. 地形�地質

大東島は小笠原と同じフィリピン海プレ�ト
に載っており� 年間 5.4 cmのスピ�ドで北西
の琉球海溝に向けて移動している �太田�河

名� 2001	� 南�北大東島は海洋底から 4000 m

もの比高をもつ大東海嶺の頂上をなし� 沖大東

島は同様に沖大東海嶺に載っている �加藤�

2001	� 岩石の放射性年代測定や古地磁気の研

究から� 大東諸島は今から約 5000万年ほど前

に赤道付近で形成され� その後プレ�トに乗っ
て北上してきたと考えられている �太田�河

名� 2001	� 小笠原海嶺の上にある小笠原も約
5000万年前に赤道付近で誕生し北上してきた

とされている (Maruyama et al., 1989)ので� 大

洋島としての両者の生い立ちは共通している�

しかし� その後の歴史は両者で大きく異なっ

た�

大東島は世界的にも珍しい隆起環礁の島であ

る� 全島が石灰岩からなり� 戦前に行なわれた

北大東島でのボ�リング調査では� 地下 431.67

mでも基盤の岩石層に達しなかった �太田�河

名� 2001	� 一般に� 大洋島は島を作った火山活

動から切り離されると� 島が載るプレ�トの圧
縮により沈降傾向に転じ� さらに山体の風化�

浸食により削られて小さくなっていく� 熱帯や

亜熱帯域では島の周囲に裾礁� 堡礁� 環礁の順

に珊瑚礁が形成され� 最終的に島の本体は海中

に没するが� 沈降速度が珊瑚礁の形成速度を超

えなければ海面に接する部分では珊瑚礁が作ら

れ続けて蓄積していく� 大東島ではこうした状

態が長く続いて数百mにおよぶ石灰岩の堆積

がなされたのであろう �渡辺� 2002	�

ところが� 今から約 100万年くらい前あるい

はそれ以前に� プレ�トが海溝に沈み込む手前

で上方にたわむ運動が起き� プレ�トに載る大
東島が隆起に転じた �太田� 2001	� そこで� 現

在は環礁がそのまま持ち上がって陸化したよう

な地形の島 �隆起環礁	 となっている� 島の地

質は古くから成長し続けてきた基盤の古いサン

ゴ礁石灰岩 �古大東石灰岩	 と� 隆起に転じて

から形成された新しい堆積物 �新大東石灰岩	

とからなる�また�島は断崖絶壁で取り囲まれ�

隆起の過程で形成された海岸段丘が見られる

�渡辺� 2002	� ちなみに� 最近の 12万年間の隆

起量はきわめてわずかであると推定されている

�太田� 2001	�

島の中央部はかつての礁湖 �ラグ�ン	 が陸
化した平らな内陸盆地を形成し� 島の外縁には

礁原に由来すると考えられる二列から三列の同

心円状の高まり �環状丘陵地� 現地では幕 �は

ぐ	 と呼ぶ	 が壁となって盆地を取り囲んでい

て� 一見クレ�タ�のような独特の地形が見ら
れる �村誌� 1990	 �図 2	�

幕は海側の列を外幕� 内側の列を内幕とい

図 2 南大東島の地形と断面模式図
リング状の模様は環状丘陵地の幕樹林帯を� ま
た� 中央の塗り潰し部分は内陸盆地の池を表す
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い� 両者の間には比較的平らな土地が広がる�

幕のある丘陵地部分を幕上� 内陸の盆地部分を

幕下ともいう� 幕は石灰岩が浸食されずに残っ

た比高 5�10 mの高まりをなしており� 針の岩

のような石灰岩の露頭 �ピナクル� があちらこ

ちらに顔をだしている� 現在は植林された樹木

を中心に樹林が幕を覆っているので� 航空写真

ではグリ�ンのベルトが二重� 三重に島を取り
囲んでいるように見える�

一方� 幕上の平坦面と内陸の盆地底には比較

的土壌層が発達しているので� そのほとんどは

現在サトウキビ畑 �一部ジャガイモ畑� となっ

ている �写真 1�� 1995年に完成した新南大東空

港も幕上の平坦地に造られている� また� 幕上

や盆地底には摺り鉢状の凹みであるドリ�ネや
ドリ�ネがつながったウバ�レが多数分布して

おり� その地下には鍾乳洞が見られることが多

い� 最大規模の星野洞は整備されて一般に公開

されている �写真 2�� さらに� 盆地底には大小

の池が点在している� 海に流れ出る川がないの

で� 降った雨は盆地底の池に集まり� 地下を

通って海に抜け出ると考えられている �宇井�

2002�� 池の水深は 4�5 m� 深いところでも 8 m

くらいで� 池の水は淡水であるが� 幾分塩分が

含まれる �村誌� 1990�� また� 池の周辺には泥

炭地も見られる�

大東島と比べると� 小笠原はまだ島の基盤の

溶岩や火山堆積物が山体の大半を占めており�

島の標高も高い �父島 326 m� 母島 462 m�� 浸

食による地形も急峻であり� 平坦な土地はきわ

めて少ない� ただし� 母島の石門 �標高 250 m

前後� には石灰岩からなる巨大な摺り鉢状地形

があり中央には大東島の幕で見られるような大

きなピナクルの露頭がある� また� 地下の鍾乳

洞の存在も知られている� さらに� 石灰岩の路

頭は母島の沖村の海岸低地にもある� また� 父

島の南崎と属島の南島も石灰岩からなり� 沈水

カルスト地形と呼ばれる独特の地形を有する�

これらの場所には� 後述のように大東島と共通

した植物や植生が見られる�

III. 気候

大東島の気候は小笠原と同様に亜熱帯の海洋

性気候である �図 3�� 大陸の影響をより強く受

ける沖縄本島と比べるとわずかだが年較差は小

さい�南大東島の年平均気温は 22.9度�夏期 �7

月� の月最平均気温 28.1度� 冬期 �1月� の月

平均気温は 17.2度である� 島が低いために雲

は上空を素通りしてしまい� 年間の降水量は
1673.4 mmと沖縄本島 �那覇 2128.2 mm� より

少ない�雨は 5� 6月の梅雨と夏から秋にかけて

の台風によるものが多い�

台風の通り道となっているために �年平均 4

個が接近�� 台風による農作物や建物の被害も写真 2 星野洞 �鍾乳洞� の鍾乳石

写真 1 日の丸山展望台からの盆地内景観
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しばしば起こっている� 台風時には幕の高さを

超えるような巨大な波が打ち寄せることもあ

る� 一方� 台風の少ない年には旱魃にみまわれ

やすい� 晩春から初夏にかけては盆地性の地霧

が発生する� また� 冬の寒波の吹出しにより�

まれに 10度以下となり霰が降る�しかし�日最

低気温の極値は 1978年 1月 28日の 4.1度であ

り氷点下になることはない� ちなみに� 南大東

島地方気象台では毎日定時に気象ゾンデによる

観測が行なわれている� さらに気象台による生

物季節の観測も実施されている �村誌� 1990��

小笠原は年平均気温が 22.9度� 年降水量が
1255 mm �ただし� 戦前は約 1600 mm� で� 大

東島とよく似た気候条件をもつ �小笠原自然環

境研究会� 1994�� しかし� 小笠原は熱帯�亜熱

帯の大洋島で恒常的な雲霧帯ができる高度 �海

抜 500 m� には達しないものの� 父島や母島の

主稜線部には雲がかかることも多く� この雲霧

による湿り気が固有種を多く含む乾性低木林の

成立に重要な役割を果たしていると推定されて

いる �清水� 1989�� この部分が欠けた大東島は

小笠原に比べると気象の面でも多様性を欠いて

おり� それが生物相や植生の単純さにもつな

がっていると考えられる� 一方� 台風の通り道

となりその影響を受けやすい点は共通してい

る�

IV. 歴史

大東島は 1900年の入植まで無人島であった�

以下� �村誌� の記述に従って� 大東島の歴史の

概略をまとめる�

大東島は沖縄の人	には古くからウフアガリ

シマ �東の大きな島の意味� として知られてお

り� 日本の領土とするにあたって大東島とされ

た由来もそこにある� 一方� 1600年代の西洋の

地図には大東島に相当する位置にアムステルダ

ム島の記載があったが� 1820年にロシア海軍佐

官ポナフィディンが南�北大東島を発見し� 指

揮していた船艦の名前にちなんでボロジノアイ

ランドと名付けた後は� この名前が地図に記載

され一般化した� ちなみに� 沖大東島はラサ島

とも呼ばれる �小笠原は無人島がなまってボニ

ンアイランドと呼ばれる��

明治政府は 1885年 �明治 18年� に沖縄県に

命じて大東島の探査を行ない� 南�北大東島に

上陸した一行はそれぞれの島に日本の領土を示

す国標を建立した� 二度目の公式渡航は 1891

年� 米国帆船遭難者の救助のために沖縄県が派

遣したもので� 南大東島の遭難者を救助した

後� 将来の救命対策としてヤギ� ブタ� ウサギ�

ニワトリを放し� サトウキビ� サツマイモ� ム

ギ� トウモロコシなどの作物� ユ
カリ� マツ�

図 3 南大東島の月平均気温と月降水量
�村勢要覧� �南大東村� 2002� の気象デ
タより作成�
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ゴム� ユウナなどの樹木の苗を植え付けた �9

年後の入植者たちは野生化したヤギを見つけて

いる�� さらに� 翌年の 1892年 �明治 25年� に

軍艦海門による三度目の公式踏査が行なわれ�

南大東島の広範囲にわたる島内の様子が観察さ

れた� この年� 大東諸島が日本の領土であるこ

とが海外に公表された� また� 1896年� 大東島

は沖縄県島尻郡に編入された�

島の様子がわかってくると開墾の出願者が

次�と現れたが� 実際に島の開拓に手をつけた

のは八丈島出身の実業家玉置半右衛門である�

彼は 1862年� 幕府による最初の小笠原開拓移

民として小笠原に渡り父島の開拓事業に関わっ

たこともあったが� 1888年からは鳥島の開拓に

転じ� アホウドリの羽毛採取で財産を築いた�

しかし� 乱獲により鳥島のアホウドリ事業に陰

りがみえると� 沖縄県に大東島開拓の許可を申

請した� これが認められると� 1900年 1月に八

丈島から移民団 �23名� を送り込んで南大東島

の開拓に着手した�

移民たちは林立するダイトウビロウを伐採

し� 道路を切り開き� 作物の苗を植えた� 玉置

は初めからサトウキビが適作であると考え� 小

笠原や沖縄から品種を導入した� 上陸の 2年後

には小笠原から導入した製糖技術により初めて

の黒糖が生産され� その後も平坦で地味の肥え

た土地と池の淡水に恵まれて開発は島全体にお

よび� 日本では珍しいサトウキビ単一栽培のプ

ランテ�ションが成立した� 製糖工場が建設さ
れ� 原料や製品の運搬のため軽便鉄道 �シュ

ガ�トレイン� も敷設された� 日常生活に必要
なあらゆる物資は東京や沖縄本島からの船で運

ばれ� 玉置商会の売店で売られた�

1910年の半右衛門の死後�玉置商会は経営が

行き詰まり� 1916年に経営は大資本の東洋製糖

株式会社に委譲された� 東洋製糖は新式製糖工

場を建設し� 島内に残存する未開墾地の土地利

用を図り増産に努めた� 耕作方法も牛犂を利用

した畦立植付けに変え� 池底の腐植物を有機肥

料として利用した� 一方� 連作による地力の減

退と病害虫の発生� さらに 1917年に侵入した

ネズミの被害にも悩まされた� 第一次世界大戦

後の不況により� 1927年に東洋製糖会社は大日

本製糖会社と合併し� 以後� 終戦に至るまで大

日本製糖会社の経営する島となった� ただし�

糖業はもちろん� 学校� 病院� 交通� 通信� 郵

便等すべてを一つの会社が支配するプランテ�
ションの形態は一貫して維持された� 戦前の島

の人口は平均して 3500人前後であった�

太平洋戦争が始まると島民の多くは沖縄や本

土に疎開し� 軍隊が駐留するようになった� 地

上戦はなかったが� 飛行機の爆撃や艦砲射撃な

どの攻撃を受けた� 1945年 8月の終戦後は沖縄

の他の島�と同様に米国軍政府の管理下に入っ

たが� 1946年 8月から島民の帰島が始まり� 戦

前からのサトウキビ栽培が再開された� また�

1946年 6月には村制が敷かれて南大東村と北

大東村が誕生した� さらに� 戦後の長い土地闘

争の末� それまでの小作が個人地主となり� 個

人経営のサトウキビ栽培に形態が変わった�

1972年 5月に沖縄が返還されるのと同時に日

本に復帰した�

南大東島の開拓が先行したため� 北大東島は

少し遅れて 1909年から玉置商会直営の製糖事

業が開始された�東洋製糖に事業が移った 1932

年からは燐鉱 �海鳥の糞の分解による燐酸と珊

瑚礁の炭酸石灰が結合して形成される� の採掘

も行なわれ 1950年まで操業された� 1946年に

村制が敷かれ北大東村となった� 一方� 沖大東

島では 1911年から燐鉱の採掘が始まり� 一時

は 1000人を超える鉱夫がいたこともあったが�

終戦とともに廃止され� 無人島になった�

開拓による自然破壊は徹底していた� 初期の

開墾はナタ� マサカリ� ノコギリ等を用いて大

木や雑木を切り倒し� 枝を落として放置し� 枯

れた頃を見計らって焼却するという方法であっ
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た� また� 開墾による失火も頻繁に起こった�

玉置半右衛門は小笠原や鳥島での経験から� 離

島における補助食糧や防風林対策の必要性を認

識し� 1902年に大神宮前の広場に試作場を設

け� 沖縄や小笠原から移入したモクマオウ�

リュウキュウマツ� タマナ� クスノキ� タケ類�

ミカン類� バナナ� 桑� 茶� 山藍� 麻� 野菜類

などを植えた� しかし� 開墾� 家屋の建築� 砂

糖製造の燃料のための伐採や焼き払いによる焼

失により� 森林は急速に失われ土地の保水力は

なくなり� 薪炭材にも困窮するまでになった�

1910年�玉置商会の農業指導者として赴任し

た川上浅蔵は緊急に防風林を設置するよう玉置

半右衛門に献策し� 現在の内幕防風林の元を築

いた� 玉置半右衛門も防風林取り締まり規則
�1. 雑木の巨は切るな� 2. 立木の根幹を焼く

な� 3. 違反者は退島処分にする� を設けて保護

に努めたが� 農地の拡大に懸命な開墾者の多く

は自然保護には関心がなかった�

東洋製糖大東島製糖所初代所長狩野時二は

1916年防風林取り締まり規定を設けて�防風林

の保護と植樹の計画を立て� 台湾からソウシ

ジュ� 沖縄からフクギ� タマナの種子を移入し

て内幕防風林等に蒔きつけた� さらに二代目所

長の江崎龍雄は植林事業を推し進め� 1920�

1929年にかけて大�的な植林を行ない�赤裸�

とした島に再び緑がよみがえるようになった�

1921�1926年の累積造林本数の多い方から樹種

をあげると� モクマオウ �927,517本�� リュウ

キュウマツ �705,586本�� ソウシジュ �89,561

本��アカギ �63,752本��マングロ�ブ �33,522

本�� テリハボク �20,225本�� フクギ� ユウナ�

アカシア� デイゴ� タケ� クヌギ� シュロなど

となる�

植樹は当初� 会社直営のもとで防風林の空き

地� 大神宮前� 大池の中の島� 工場下社宅付近

等で行なわれたが� 養成した苗木がそろった
1923年からは全島一斉に島民公共事業として

実施された� モクマオウとリュウキュウマツが

最適種であったが� 針葉樹は地力退化の原因と

なるとして� 畑に近接した場所はさけ� 海岸防

風林や耕地に関係のない場所に植え� 畑付近に

はフクギ� テリハボク等の広葉樹を植え付け

た� 大東神社の境内にこの時の造林記念碑があ

る� なお� 戦争中の軍隊により兵舎の建築材や

陣地構築用材としてビロウ� モクマオウ等が大

量に伐採された �以上� �村誌	 よりまとめた��

大東島は現在も �砂糖の島	 である� 近年の

大規模な土地改良事業により� 1戸当たりの経

営規模が約 8 haという日本では例の少ない大

型機械化一貫作業体系による大規模経営農業が

実現している �永田� 1990�� 収穫されたサトウ

キビは大東糖業株式会社の工場で製糖され出荷

される� この土地改良事業の過程で農地周辺に

残る池やドリ�ネの多くが埋め立てられた� ま
た� ハ�ベスタ�などの大型機械の導入により
土壌が重みで堅くなる弊害や池の水の使いすぎ

により塩分濃度が高まる現象なども指摘されて

いる� なお� 1990年より飲み水については海水

の淡水化施設が稼動している�

現在� 南大東島に約 1400人� 北大東島に約
500人が定住している �沖大東島は無人�� 那覇

から琉球エアコミュ�タ�のDHC-8型機 �39

席� が 1日 2便就航している� 八丈島の移民が

中心になって村が作られたため� 大東太鼓や島

ずし �大東寿司� など八丈島の風習が色濃く見

られる一方� 祭りや島歌に見られるように距離

的に近い沖縄の文化も融合し� 大東島独特の文

化が形成されている�

小笠原は 1830年に最初に入植したのが 5人

の欧米人とポリネシア人従者たち �現在もその

子孫が在住している� であったため� 地名や風

習に西欧やポリネシア文化の名残が見られる点

で異なっている� しかし� 明治期の村作りに当

たっては八丈島からの移民が多かったので� 小

笠原太鼓や島ずし� 島民の苗字 �沖山� 浅沼�
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菊池などが多い� に見られるように大東島と文

化�伝統の面で共通する点も多い�

また� 小笠原でも戦前の一時期にはサトウキ

ビ栽培が盛んになり� 耕作可能な場所はほとん

どサトウキビ畑に変えられたほどであったが�

平坦な土地がないために一会社が支配するよう

なプランテ�ションは成立せず� 第一次大戦後
の糖価の暴落とともにサトウキビ栽培は廃れ�

野菜や観葉植物などの栽培に切り替えられて

いった�

戦時中は小笠原にも軍人が多数駐留し� 島民

は 1944年に内地に強制的に引き上げさせられ

た� 終戦後は小笠原も米軍の管理下に置かれた

のは同じであるが� 一般の島民の帰島が 1968

年の返還まで許されなかったため� 空白の 23

年間が生じたところが異なる� この間に� 戦前

の農地はリュウキュウマツやギンネムの二次林

と化し� 無人の属島では野生化したヤギが跋扈

するようになった� 返還後は復興特別措置法に

基づいて国や都による基盤整備が行なわれた�

1979年にようやく戦後初の村長�村議会議員

選挙が行なわれて� 観光� 農業� 漁業を 3本柱

にした新しい村作りが出発したが� 大東島のサ

トウキビのような基幹産業は育っていない�

V. 生物相

1. 植物相

大東島の生物相には大洋島の特徴が強く現れ

ている� まず� 植物は �村誌� の植物目録にシ

ダ植物 10科 19種� 裸子植物 5科 6種� 被子植

物 104科 434種� 合計 119科 459種が掲載され

ている� このリストでは在来種と帰化種の区別

がなされていないが� 正宗�柳原 (1941)が台

湾博物学会会報に発表した共著論文 �大東島の

植物� 	�村誌� に収録� では自生種を 201種報

告し� �大東島天然記念物特別調査報告� (1973)

の中で初島は自生種 206種をあげているので�

約 200種が在来種であると考えられる�

初島 (1973)は自生種の種子散布型を推定し�

鳥によるもの 56%�海流によるもの 26%�風に

よるもの 18% としている� 小笠原では鳥
68.3%� 海流 15.6%� 風 16.1% となっており

	小野�菅原� 1981�� 鳥散布がやや少ない分海

流散布が少し多くなっていることを除けば両者

はよく似ており� 大洋島の特徴を表していると

いえる�

沖縄本島で山地林の主体をなすブナ科のシ

イ�カシ類が欠落しており� 風散布型の針葉樹

であるマツ類や裸子植物のソテツ� 地下茎で増

えるタケ類ももともと存在しなかった� 現在は

植林されたリュウキュウマツが至る所でよく

育っており� 大東神社境内には植栽のスダシイ

やクヌギ� タケ類が見られるので� 生育環境は

あったが繁殖子 	種子や地下茎など� が運ばれ

るチャンスがなかったと考えるのが妥当であ

る�

大洋島の生物相のもう一つの特徴として固有

率の高さがあげられるが� 大東諸島は環礁の時

代が長く続いたためにそれ以前にいたであろう

島の古い生物は残っていない� 100万年前以降

に再定着したものが中心であるので� 隔離の時

間が比較的短く固有種の割合は低い� 植物では

ダイトウセイシボク� ダイトウシロダモ� ダイ

トウビロウ� オオソナレムグラ� ダイトウワダ

ン� ウスジロイソマツの 6種が大東諸島の固有

変種となっているにすぎない 	村誌� 1990�� 固

有変種の割合はわずか 3%であり� これは在来

植物約 300種のうち固有種の割合が約 40%に

達する小笠原とは大きく異なる�

ただし� 大東島の植物相を特徴づけるものと

して� フィリピンやオ�ストラリアなどの南方
産の植物で日本では大東島でしか見られない植

物があり� ボロジノニシキソウ� アラゲタデ�

クロミノシンジュガヤ� ユズノハカズラ� ナガ

バアサガオ� ルソンヤマノイモの 6種があげら

れる 	村誌� 1990�� また� 小笠原とのつながり

南大東島の自然 �もう一つの大洋島の視点から�

� 15 �



で興味深いのは� ヒメタニワタリとアツバクコ

である�

ヒメタニワタリは小笠原の母島石門にある樹

林下の石灰岩の露頭に張りついて生育する稀産

種で� 戦前には小笠原固有属とされていた �写

真 3�� これが 1972年の天然記念物調査の際に

北大東島の長幕で発見されたのである �その後

海南島でも見つかっている�� 今回は北大東島

のヒメタニワタリを実見できなかったが� 樹林

下の石灰岩の露頭という生育環境は二つの島で

共通している� 一方� アツバクコは海岸の岩場

から懸垂するような生育形を示し� 産地は小笠

原� 大東諸島とハワイを含むポリネシアの島�

であるとされている� また� 海岸に生育する匍

匐性矮低木のヒレザンショウについては� 小笠

原と大東島のみに産するものをイワザンショウ

とし� 沖縄本島の海岸に生育するものをその変

種とする見解もある ��日本の野生植物 木本

I� 平凡社� 1989��

もう一つの特筆すべき植物は大池にマング

ロ	ブ群落を作るオヒルギである� マングロ	
ブは一般に熱帯
亜熱帯域の河口などの泥質汽

水域に出現し� 親の枝先で発芽した幼個体 �胎

生種子� が落下して定着するというユニ	クな
繁殖様式をもつ� そのため� 長距離散布には向

いておらず� 大洋島に欠けるのがふつうであ

る� ところが� 大東島では内陸の淡水池に隔離

された状態で生育しており� 珍しい陸封型のマ

ングロ	ブということで 1975年に国指定天然

記念物に指定されている�

外来の樹種としてはリュキュウマツ� モクマ

オウ� テリハボクが幕の樹林帯や畑の防風林と

してよく植えられている� ギンネムも空き地や

道路沿いに旺盛な群落を作っている� 畑や路傍

の雑草にはムラサキヒゲシバ� アワユキセンダ

ングサ� カッコアザミ� コメツブウマゴヤシ�

ムラサキカタバミ� ホナガソウなど小笠原と共

通するものが多く見られる� また� 幕の樹林帯

の明るい林縁にはススキとゲットウが大きな群

落を形成している�

2. 動物相

次に� 動物相を見ると� 哺乳類は翼のあるダ

イトウオオコウモリ �南西諸島に産するクビワ

オオコウモリの亜種で国指定天然記念物� の

み� 爬虫類� 両生類� 淡水魚類などの他の脊椎

動物は存在しなかったようである �奥土�

2000�� 樹林が少ないので繁殖陸鳥は約 20種と

多くないが�ダイトウノスリ�ダイトウメジロ�

ダイトウコノハズク� リュウキュウカイツブリ

は固有亜種とされ� 同じく固有亜種のダイトウ

ウグイスとダイトウミソサザイ� ダイトウヤマ

ガラ� リュウキュウカラスバトは既に絶滅して

しまった �村誌� 1990� 嵩原� 2002�� 現在では

スズメとドバトが定着している� 反対に池が多

いために水鳥の種類は多く� 渡り鳥の休憩地と

もなっている� マガモのように沖縄本島では冬

鳥であるものが留鳥化して一年中見られる現象

もある �嵩原� 2002��

一般に大洋島の鳥類は捕食者がいないために

警戒心が薄く人を恐れないといわれるが� 大東

島でもそのことが記録に見える� 1892年に沖大

東島を探検した記録 �ラサ島探検報告書� ��村

誌� に口語意訳を収録� には �メジロその他の

小鳥は人を恐れないで� 我�の周囲を飛びま

わっていた� とあり� また� 1903年に沖縄県知写真 3 小笠原諸島母島石門のヒメタニワタリ
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事奈良原繁が大東諸島を視察した際の報告書

�大東島取調書� ��村誌� に収録� の南大東島の

中で� �海鳥は人を見ても恐れないようで�住民

は素手で捕らえているようである� との記述が

ある�

昆虫相も貧弱であるが� 全 363種のうちダイ

トウウミコオロギ� ダイトウサルハムシ� ダイ

トウゾウムシなど 9種が固有種 �固有種率
2.5%� とされている �村誌� 1990�� また� 池が

多いことからトンボの種類は比較的多い� 移動

能力の小さい陸産貝類は 15種のうち� 7種が固

有種 �固有種率 47%� であり� 大洋島としての

特徴が見られる� 海岸性のオカクビキレガイが

内陸部に生育することも特徴にあげられる �村

誌� 1990��

帰化動物としては� クマネズミ� イタチ�

スッポン� ミシシッピ�アカミミガメ� ホオグ
ロヤモリ� オガサワラヤモリ� ミミズヘビ� オ

オヒキガエル�ミヤコヒキガエル�ヌマガエル�

テラピア� タイワンキンギョ� コイなどがある
�奥土� 2000�� このうちで� イタチはサトウキ

ビ畑のネズミ駆除の目的で 1966�67年に雄 412

匹� 雌 66匹が導入された �奥土� 2000�� ネズ

ミは確かに減ったそうだが� 鳥類などに悪影響

があるのではないかと懸念されている�

小笠原で問題になっている野生化したヤギに

ついては� 歴史のところで述べたように大東島

でも開拓以前にヤギ� ブタ� ウサギなどが放さ

れ自然に繁殖したことが記録されている� 1905

年に大東島を視察し� 1909年に出版された志賀

重昴の �大役小役� �大東島の部分の口語訳を
�村誌� に収録� には �明治 24年の米国帆走船

救助の際に放しておいたヤギが繁殖して現在五

百頭位になり� 海岸のサンゴ礁地帯を人の目を

盗んで飛び回っている様子は面白く� 本島の名

物にしたらよいと思う�と述べている�しかし�

開拓が進むと取り尽くされてしまったようで�

現在は野生化したヤギやブタはいない�

VI. 植生

1. 原植生

開拓初期の白黒写真や各種の記録から� 大東

島の内陸部は背の高いダイトウビロウが林立す

る森林が覆っていたと推定される �写真 4�� 入

植以前の 1885年に行なわれた第 1回公式探査

の報告書には �断崖を登りて右顧左視すれば草

木鬱蒼として往	岩石の屹立せるを見る外土色

の何れあるやを知らず� 内部に入れば満面コバ

樹 �ダイトウビロウ� を以って蔽われ� 又� 稀

に榕 �ガジュマル�� ウスク �アコウ�� アキナ

クコ �
�� 藤阿阻 �アダン� 其他の雑木繁茂し

て藪中昼尚暗し� の記述がある ��村誌� 収録の

正宗�柳原 (1941)に引用された文章より�� 志

賀 (1909)にも �島岸は高いサンゴ礁の屏風を

並べたようになっているので周囲の海は見えな

いが� これとは反対に� 何百万とも数知れない

ビロウが� 林の海のように目の前に広がって意

気盛んな様はなんともいえない景色である� と

述べている� ふつうビロウは他の樹木が作る林

冠の上方に樹冠を突出させるので� おそらくビ

ロウの樹冠層と他の樹木からなる一段低い樹冠

層の二段林になっていたと思われる� 植林の功

労者川上浅蔵が著した �大東島原始林相� �1933

年発行のガリ版刷り小冊子� �村誌� に収録� の

写真 4 大正初期の開墾風景 �南大東村発行の
ガイドブックより�

南大東島の自然 �もう一つの大洋島の視点から�
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ビロウの項には� �平地から幕斜面� 幕上� 海岸

風衝地にいたるまで自生し� 池周辺の密林では

高さ 13間 (23.6 m)に達する� 材は堅硬� 強靭

で建築用材各種装飾材として賞用される� とあ

る� また� 正宗�柳原 (1941)は� ビロウは潮風

に強く� 防風林として帯状に残された原始林の

多くの樹種は強風で根こそぎ倒伏しても� 経験

上ビロウだけは 35 m以上の強風でないと倒れ

ないと述べている�

ビロウ以外の樹木としてはタブノキの優占度

が大きく� かなりの巨木が見られたようであ

る� 川上 (1933)も� �幕内平坦地から幕脚幕頂

に至るまでいたるところに巨幹大樹として繁茂

し� 直径が 3尺 (90 cm)に達するものもある�

幹に瘤が多くマツバランやコケ類� ツル植物な

どがまとわりついている� 本島唯一の良材で建

築材その他の各種の細工に供する� とある� ま

た� 土壌の発達した適湿な平坦地から沼沢地に

はモクタチバナが密生し� 開拓当初はモクタチ

バナの多寡が土地の肥沃度を測る目安になって

いたという� モクタチバナについては小笠原で

も同じことがいわれていた �豊田� 1989�� ビロ

ウとモクタチバナの組合せは� 戦前に小笠原の

聟島列島の島	を覆っていたと考えられる森林

と組成�構造の共通性が高い �清水� 1993�� 聟

島列島の島	は標高が低く �最高 155 m�� 比較

的地形もなだらかなので� 小笠原の中では大東

島と環境条件が一番似ている�

その他の原生林構成種としてフカノキ� アカ

テツ�ヤブニッケイ�ハマイヌビワ�ハゼ�リュ

ウキュウガキなどが比較的多くあり� 下層には

フウトウカズラ�トウツルモドキ�サクララン�

ユズノハカズラなどのツル植物が多かったと推

定される�

小笠原と大きく異なるのは� 小笠原には自生

しないガジュマルやアコウなど他種の樹上で気

根をたらしながら成長する �絞め殺し植物� が

至る所に繁茂していたことである� また� 盆地

の池畔には前述のオヒルギのマングロ
ブ林が
あり� 周辺にはアダンが密生していた� 外幕の

海岸に面したところにもクサトベラ� モンパノ

キなどとともにアダンが密生繁茂し� 陸海間の

交通を遮断していた�

2. 植生調査

大東島の植生を論じたものには� 生育場所ご

との構成種を記載した正宗�柳原 (1941)� 環境

庁の自然環境保全基礎調査として南�北大東島

の 5箇所の植生記載のある �特定植物群落調査

報告書 沖縄県� �沖縄県編� 1978�� 植物社会

学的調査法により南�北大東島の植生を 25の

植生単位に分類した新納�宮城 (1981)とそれ

を生育地ごとに紹介した宮城 (1989)� および�

沖縄県の社寺林調査の中で南�北大東島の社寺

林の調査結果を報告した �沖縄県社寺�仰嶽林

調査報告書 III� �沖縄県教育委員会� 1980� な

どがある�

(1) 調査方法

2002年 2月 24�26日に�南大東島の大東神社

境内の社寺林� 海軍棒の海岸植生� 海軍棒内陸

部の 3列の幕樹林帯� 星野洞とポイント 7洞窟

の凹地の植生� および� 大池のオヒルギ群落に

おいて植生調査を行なった� それぞれの植生の

中を歩いて階層 �高木層� 亜高木�低木層� 草

本層� ごとに出現した種を記録した� また� そ

れぞれの場所で環境傾度に沿った樹冠断面図を

作成した�

(2) 結果と考察

a. 大東神社の社寺林

盆地底の西南部 �大神宮山と呼ばれる小丘�

に位置する大東神社は盆地内でもっとも自然植

生がまとまって見られる場所である �図 4�� 一

部にダイトウビロウの高木が集まった往時の面

影を残す部分もあるが� 基本的にはリュウキュ

ウマツとモクマオウの植林木の大木を中心に在

来種が加わって樹林を構成している� 全体とし
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ては参道の入り口から中央の広場までは平坦

で� 鳥居をくぐって階段を登り突き当たりの社

殿に至るまではかなりの傾斜地となっている�

社殿の裏側は石灰岩の露頭が壁となって外界と

の境界となっている� 境内の斜面に沿った上�

中�下 3箇所の出現植物リストを表 1に示す�

まず� 入り口付近の参道の両側には人工的な

池が作られ� スイレンが群生している� 植栽さ

れたオヒルギの大株も見られる� 池のまわりの

開けた湿地にはクチナシとモクタチバナ� フク

マンギの低木が多い� テツホシダ� オオサクラ

タデ� ボタンウキクサ� フトイなどの湿地植物

の群生もある� 熱帯産のタケであるホウライチ

クも大きな株を作っている� また� 参道のマツ

やモクマオウの並木には� ガジュマルやアコウ

がとりついて幹が気根で覆われつつあるものが

見られる �写真 5��

参道の右手にはもっとも発達した森林があ

り�往時の森林の面影を残している �図 5c��樹

高 18 mほどの高木層はおもにモクマオウとダ

イトウビロウ �写真 6�の高木からなり�リュウ

キュウマツの大木 �DBH 60 cm前後� も混じ

る� 亜高木�低木層にはダイトウシロダモ �写

真 7�� フカノキ� タブノキ� アカテツ� ヤブ

ニッケイ� ハマイヌビワなどのほかダイトウセ

イシボク �写真 8� やオオバルリミノキなども

見られる�ツル植物としては�トウツルモドキ�

フウトウカズラ� イタビカズラなどがある� 中

央広場に近い方にはスダジイの植栽があり林床

には稚樹も育っている� ここは島の中でもっと

も種多様性の高い樹林であるといえる� これに

対して参道の左手はリュウキュウマツ� モクマ

オウ� テリハボクなどの大木が多く� 亜高木�

低木層の在来種は少ない� なお� 平坦面の森林

の中には遊歩道が巡らせてあり� 植物を間近に

観察することができる �図 4参照��

中央広場の左手には造林記念碑があり� 江崎

龍雄氏が大正 9年から昭和 4年にかけて植林を

したことが記されている� 大正 8年 �1919年�

の写真を見ると鳥居より手前の低地にはほとん

ど植生がない状態なので� 現在の樹木はこの時

に植林されたものが中心であると思われる� 記

念碑の両隣にはココヤシとカンヒザクラが植え

られている� また� 造林記念碑の向かい側には

天然記念物ダイトウオオコウモリの記念碑もあ

る� 広場の右手奥にはお祭りの際に奉納相撲が

行なわれる土俵と観客席がある �図 4参照��

社殿に向かう中央の石段の両側の斜面にも

リュウキュウマツの大木が点�とあるが� とく

に右手の斜面にはダイトウビロウの純林ともい

える個体密度の高い部分がある �図 5b�� 前述

の写真にもこのビロウ高木林が見えており� 当

時の面影を残しているように思われる� ただ

し� 林床の手入れがされているためか亜高木�

低木層はほとんどない�

図 4 大東神社の植生配置図

南大東島の自然 �もう一つの大洋島の視点から�
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表 1 大東神社境内の植生

調査地の環境
池�湿地 低地二次林 斜面ビロウ林 石灰岩露頭

種名
高木層 10�18 m 10�15 m 8�10 m

クワノハエノキ �
ココヤシ �
モクマオウ �
モモタマナ �
ダイトウビロウ � � �
リュウキュウマツ � � �
ガジュマル � �
シマグワ � �
テリハボク � �
アカメガシワ �
ハマイヌビワ �
亜高木層 5�8 m 5�8 m 5�8 m

オヒルギ �
イヌマキ �
クスノキ �
スダジイ �
ソウシジュ �
ダイトウシロダモ �
タイヘイヨウグルミ �
フカノキ �
フクギ �
マンゴ� �
モクタチバナ �
低木層 �5 m �5 m �5 m

アオバノキ �
アダン �
ウラジロエノキ �
オオクサボク �
オオバルリミノキ �
オキナワツゲ �
カジノキ �
ギンネム �
クスノキ �
クチナシ �
シマグワ �
シャリンバイ �
ジュズネノキ �
リュウキュウチク �
ダイトウセイシボク �
タブノキ �
ツバキ �
ハマイヌビワ �
フカノキ �
フクマンギ �
ホウライチク �
アカテツ � �
アコウ � �
オオバイヌビワ � �
ヤブニッケイ � �
リュウキュウガキ � �
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石段を上り詰めた社殿の裏は石灰岩が露出す

る乾燥した岩場となっており� 低木林が覆って

いる �図 5a�� リュウキュウガキ� オキナワツ

ゲ� クロツグ� グミモドキなどが多く� ギャッ

プにはシマグワやアカメガシワが見られる� 岩

壁にはガジュマルやアコウが張りついており�

サクラランやオオイタビカズラが絡み付き� シ

マオオタニワタリやマツバランが着生してい

る� 林床にはアカテツの実生苗が多数見られ

た�

大東神社の社寺林は� 二次林とはいえ在来植

物の種類が多く� 一部にはダイトウビロウの群

生する昔の面影も残しており貴重な存在であ

る� 大嶽 (2002)も大東神社は鳥類や昆虫類な

らびに土壌動物相が豊かであると述べている�

植物だけでなく動物の生息場所としても重要な

役割を果たしていると考えられる�

b. 海軍棒の海岸植生

島の東側にある海軍棒と名付けられた海岸

は� 隆起した古い石灰岩が何段かのテラスと崖

を作り� そこに独特の海岸植生が見られので�

南大東島東海岸植物群落として 1975年に国の

天然記念物に指定された �写真 9�� 図 6に地形

と植生の断面図を示す�

表 1 続き

調査地の環境
池�湿地 低地二次林 斜面ビロウ林 石灰岩露頭

グミモドキ �
クロツグ �
ダイトウシロダモ �
草本層�ツル植物
オオサクラタデ �
スイレン �
テツホシダ �
フトイ �
ボタンウキクサ �
リュウキュウヤノネグサ �
イタビカズラ �
ゲットウ �
ススキ �
チジミザサ �
トウツルモドキ �
フウトウカズラ �
ホナガソウ �
ムラサキカタバミ �
オオイタビカズラ �
サクララン �
シマオオタニワタリ �
マツバラン �

写真 5 リュウキュウマツの樹幹を覆うガジュ
マルの気根
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まず� 波打ち際から石灰岩の巨石がごろごろ

する最前線の岩場には� 隙間にたまったわずか

な有機物に依存してミズガンピ� ボロジノニシ

キソウ �写真 10��ウスジロイソマツ�グンバイ

ヒルガオ� ハマボッス� コケミズ� ギシギシ�

ヒゲスゲなどが生育している �図 6b�� 岩の割

図 5 大東神社の植生の樹冠断面図
a. 石灰岩露頭の低木林� b. 斜面のダイトウビロ
ウ優占林� c. 低地の二次高木林

写真 6 ダイトウビロウ �大東神社�

写真 7 ダイトウシロダモ �大東神社�

写真 8 ダイトウセイシボク �大東神社�

写真 9 海軍棒の海岸植生
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れ目に沿って列状にソナレシバが見られる� ま

た� 崖上にある展望台の駐車場付近にはハマウ

ドやケツメグサがあり� 海岸に下りる歩道沿い

の岩壁にはオオソナレムグラ� シロミルスベリ

ヒユ� アツバクコ �写真 11� がへばりついてい

る� さらに� 断崖直下の岩屑のたまった部分に

はクサトベラやモンパノキ� ガジュマルなどの

木本が出現する� このほか今回は確認できな

かったが� 海岸の草本としてイソフサギ� シオ

カゼテンツキ� ツルナ� ナハカノコソウ� ハマ

ゴウ� シマアザミ� ホソバワダン� ヒレザン

ショウ� ハマオモトなどもリストにあげられて

いる �新納�宮城� 1981� 奥土� 2000��

この海岸植生は小笠原の南島の石灰岩上に成

立する海岸植生 �豊田他� 1994� と構成種も生

態もそっくりである� ただし� 小笠原ではオオ

ハマボッス� オガサワラアザミ� ムニンハマウ

ド� ヘラナレン �ワダンの仲間� などが固有種

となっている� また� アツバクコは日本では小

笠原と大東諸島にしか生育していないことはす

でに述べたとおりである�

崖上の二段目のテラス �展望台のある高さ�

図 6 海軍棒の海岸植生の樹冠断面図
a. 段丘上のアダンとダイトウビロウの群落� b. 海岸の石灰岩上の植生

写真 10 ボロジノニシキソウ �海軍棒�

写真 11 アツバクコ �海軍棒�
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の風当たりの強い前面には� 樹高 2�3 mのアダ

ンが密生するアダン群落が成立し� 隙間にはス

スキが侵入している �図 6a��また�テラスの後

半部分には樹高 5 mほどの矮性化したダイト

ウビロウが高密度に生育している� ところどこ

ろにガジュマルやクサトベラの樹冠も見える�

比高 15�20 mほどの断崖をはさんで三段目

のテラスは� 一列目の幕の樹林へとつながる平

坦面である� 風当たりの強い前面には背の低い

モクマオウが点�とあり� 林内にトウツルモド

キが繁茂して通行困難な薮を作っている� モク

マオウの樹冠のほとんどは上部が吹き飛ばされ

た先枯れ状態を呈する� 他の構成樹種として�

シマグワ� リュウキュウガキ� アカテツ� シャ

リンバイ� グミモドキ� カジノキなどが混生し

ている�

c. 幕の森林植生

海軍棒付近には海岸から内陸に向かって三列

の高まり �便宜的に外幕� 中幕� 内幕と呼ぶこ

とにする� があり� 各幕の上には樹林が成立し

ている �図 7�� これらは比高 5 m前後の高まり

となっていることが多く� 幕の内部には石灰岩

が露出したピナクルが点�とあって� 場所によ

り土壌の厚いところからほとんどないところま

である� また� 幕と幕の間の平坦面はすべてサ

トウキビ畑 �一部ジャガイモ畑�になっており�

畑と畑の間を防風林が仕切っている� 三列の幕

の構成種をまとめたのが表 2である�

まず� 外幕 �第一列目� は� 潮風の当たる前

面が海岸植生のところで述べたモクマオウの低

木林に相当する� 中心部分になると� 樹高は 15

mほどになり� モクマオウが高木層の優占種と

なるが� 場所によってはリュキュウマツの方が

多いこともある� 亜高木�低木層には在来種の

リュウキュウガキ� シマグワ� カジノキ� ダイ

トウビロウ� ハマイヌビワ� アカメガシワ� ア

カテツ� ミフクラギ� フカノキ� クロツグ� ヤ

ブニッケイ� クチナシ� モクタチバナ� ダイト

ウセイシボクなどが見られる� ただし� 全体に

ダイトウビロウは数が少ない� ギンネムやパパ

イアなどの帰化種も侵入しており� 林縁部には

ゲットウやススキの大きな株が群生している�

小笠原で在来種への脅威となっているアカギも

わずかながら見られた� 石灰岩のピナクルには

シマオオタニワタリが着生し� サクラランやフ

ウトウカズラなどのツル植物が岩肌を覆ってい

る�

中幕 �第二列目� の樹林は� 外幕よりは隙間

が多く荒れた感じを受ける� リュウキュウマツ

とモクマオウが高木層を作り下層に在来種が現

れる基本的な組成� 構造は外幕と共通している

が� 外幕と比べてハマイヌビワが比較的多くシ

マグワやグミモドキの低木も多数見られた� 外

幕では記録されなかったダイトウシロダモ� ハ

図 7 外幕樹林帯の樹冠断面図
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ゼノキ� タブノキも確認できた�

内幕 �第三列目� は前二者と比べて幅が狭く

上方へはやや突出しているので� 植生も島状に

コンパクトにまとまっている� モクマオウと

リュウキュウマツが高木層を占め� 下層にはハ

マイヌビワ� シマグワ� リュウキュウガキ� ガ

ジュマル� クロツグ� アカテツ� カジノキ� グ

ミモドキなどの在来種があるのは共通である�

表 2 幕の樹林帯構成種

外幕 中幕 内幕

種名
高木層
ガジュマル � � �
ダイトウビロウ � � �
モクマオウ � � �
リュウキュウマツ � � �
ハゼノキ �
亜高木�低木層
アカテツ � � �
アコウ � � �
ギンネム � � �
シマグワ � � �
ハマイヌビワ � � �
リュウキュウガキ � � �
アダン �
クチナシ �
フカノキ �
ヤブニッケイ �
ミフクラギ �
イヌビワ � �
ダイトウセイシボク � �
モクタチバナ � �
アカギ � �
アカメガシワ � �
カジノキ � �
クロツグ � �
パパイア � �
ダイトウシロダモ �
タブノキ �
グミモドキ � �
テリハボク �
バンジロウ �
ホウライチク �
草本層�ツル植物
ゲットウ � � �
ススキ � � �
シマオオタニワタリ � �
チジミザサ �
フウトウカズラ � �
ムラサキカタバミ � �
クサトケイソウ � �
サクララン � �
トウツルモドキ � �
イタビカズラ �
オオイタビカズラ � �
エノキアオイ � �
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帰化種のバンジロウやパパイアがあり� アカギ

も見られた� また� 林縁には大東神社にあった

フクマンギも見られた�

歴史の項で述べたように� 幕の森林も基本的

には戦前の植林を元にした二次林であるが� 現

在では島を取り巻く貴重な樹林帯となってい

る� 大東神社で見られた樹種のほとんどが幕の

樹林でも見られたので� 大東島の植物だけでな

くおそらくはそこにすむ動物たちにとっても貴

重な生育� 生息地になっていると思われる� な

お� 今回は実見できなかったが� 北大東島には

長幕と呼ばれる長さ 1.5 kmほどの絶壁と樹林

帯があり� 国指定天然記念物に指定されてい

る� その岩の割れ目には小笠原の母島石門に産

するヒメタニワタリが生育しているのは前述の

とおりである�

d. ドリ�ネの植生
盆地底や幕上の平坦地には降った雨が地下に

吸い込まれる時にできた摺り鉢状の窪地である

ドリ�ネが点在している� その多くは戦前の開
拓や戦後の農地改良事業で潰されたが� 今でも

いくつかはサトウキビ畑の中に点在している�

遠目にはこんもりとした森があるように見える

が� 中に入ると摺り鉢状の窪地となり石灰岩が

露出している� その底には穴が開いていて地下

の鍾乳洞に続いていることが多い� ドリ�ネ内

の植生は小規模ではあるが� 幕の樹林と共通す

る種類が見られる�

星野洞

星野洞は島の北西の幕上にある鍾乳洞で観光

地として整備されているが� 元の入り口の穴が

あるドリ�ネの窪地には樹林が残っている �図
8�� 内部は石灰岩が露出しており土壌がほとん

どないので� ガジュマル� アコウ� ハマイヌビ

ワなどの気根を生ずる着生形態の樹種が優占す

る� これらに加えてここでは同じイチジク属の

ムクイヌビワも出現した� その他の樹種として

は� アカメガシワ� ダイトウビロウ� シマグワ

などの高木に�グミモドキ�ダイトウシロダモ�

シャリンバイ� ヤブニッケイ� タブノキ� オオ

ムラサキシキブなどの中�低木が見られた� 林

床の草本はほとんどなく� ツル植物のフウトウ

カズラ� ヘクソカズラ� トウツルモドキがわず

かに見られた�

ポイント 7の洞窟

研究者らが �ポイント 7の洞窟	 と呼ぶド

リ�ネは島の東側の盆地底にあり� サトウキビ
畑の真ん中に島のように存在する �写真 12��

地下には鍾乳洞が続いている� 直径が 10 mに

満たない小さな窪地であるが� シマグワ� ハマ

イヌビワ� アコウ� ガジュマルなどの樹冠が上

層を覆い� アカギ� アカテツ� リュウキュウガ

図 8 星野洞ドリ�ネ内の植生の樹冠断面図
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キ� カジノキ� ギョクシンカなどの低木が隙間

を埋めている� 野生化したパパイアも多数見ら

れた� ギョクシンカは今回の調査ではここだけ

で確認されたものである�

e. 大池のオヒルギ群落

盆地底の北西にある大池には陸封されたマン

グロ�ブ林として天然記念物に指定されている
オヒルギ群落がある �写真 13�� 道路から池の

端まで短い木道があり� 木道沿いの植生を観察

した �図 9��

まず� 池に面した最前線にはヒトモトススキ

が群生しており� その背後から 10 mくらい奥

までの湿地帯にオヒルギの生育が認められる�

オヒルギは樹高 6 mほどの樹林を形成してお

り� 林冠にはガジュマル� アコウ� モクマオウ

などの樹冠も混ざって見られた� また� 下層に

は水際から木道の入り口付近までアダンが隙間

なく生えている� アダンやヒトモトススキはも

ともと海岸付近に群生する種類なので� オヒル

ギとともに内陸に閉じこめられたのではないか

との解釈もある �宮城� 1989�� 注目すべきはオ

ヒルギの親木の下に高さ 50 cmから 1 mほど

のオヒルギの稚樹が密生していることである

�写真 14��このことは現在もオヒルギの勢いは

衰えておらず� 天然更新が行なわれていること

を示す� ちなみに� この指定地域とは別の場所

にオヒルギの大木の存在も知られている �金

川� 2002��

木道沿いの明るい湿地部分にはテツホシダが

群生し� オオサクラタデ� ミズワラビ� キダチ

キンバイ� クロミノシンジュガヤ� リュウキュ

ウヤノネグサ� アンペライなどの湿地植物が混

生している� また� 湿地にもよく分布する樹木

写真 12 サトウキビ畑の中に孤立するドリ�ネ
の樹林

写真 13 大池のオヒルギ群落

図 9 大池のオヒルギ群落の樹冠断面図
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のモクタチバナも見られた�

開拓当初の 1905年に現地を視察した志賀重

昴は �淡水の池であるのに周囲には海岸特性の

黒鉄樹 �オヒルギ� などが繁茂しているのはど

ういう理由なのか�と疑問を呈している �志賀�

1909�� かつてはあちこちの池にオヒルギ群落

があり� 開拓当初は家屋の木材としても使われ

た �奥土� 2000� そうなので� 人間の定着以前

からあったことは間違いない� しかし� 正宗�

柳原 (1941)には �大池のみにオヒルギ群叢が

残っている� 開墾当初は陸上及び中迄鬱蒼たる

紅樹林を形成して居たといふが� 現今径一尺以

上の大木の枯株と少数の大木が残って居るのみ

である� とあり� 開拓初期の乱伐でだいぶ減っ

てしまったと思われる�一方�大正 10年から昭

和元年までの植林樹の記録にマングロ	ブ
33,522本とある �村誌� 1990� ので� 在来個体

と移入個体の関係がどうなったのか検討する必

要がある�

かりに環礁時代に生育していたオヒルギが島

の隆起にともなって内陸に閉じこめられたとす

ると� 少なくとも数十万年間は小さな個体群と

して世代交替を繰り返したはずである� 淡水の

池で世代を重ねるうちに本来の塩水に対する適

応的な生理機構が変化した可能性もある� ま

た� 現在は池の底の方が海に通じて池の水面が

維持されているが� 約 2万年前の最終氷期に海

面が 100m前後下がった際には池が大幅に縮

小� あるいは消滅した可能性もある� その時代

をどう乗り越えたのかも疑問として残る�

一方� 島が隆起環礁になった後にオヒルギが

定着したとすると� どのようにして海水中のオ

ヒルギの実生が内陸の池に運ばれたかが問題と

なる� 幕を越えるような大波や竜巻による運搬

の可能性もゼロではないが� あまりありそうで

はない� それよりも� 記録にはないが定住以前

のいつの時代にか沖縄から人間が持ち込んだ可

能性の方が大きい� そうだとすると� 由来は非

常に新しいことになる� 今後� 沖縄本島のオヒ

ルギとの遺伝子レベルの比較検討や池底の泥炭

の花粉分析等による植生史の研究が待たれる�

(3) 植生に関する二� 三の問題

最近� 大東島にマツノザイセンチュウによる

松枯れが発生しているとのことである� 小笠原

では 1970年代末から 1980年代はじめにかけて

松枯れが急速に進み� 全島のリュウキュウマツ

の親木の約 80%が枯死した �清水� 1984�� 大

東島では枯死木を適切に処理することで被害の

拡大は止められているようであるが� 対応を誤

ると幕の樹林や防風林のリュウキュウマツが一

斉に枯死するおそれがある� 小笠原では 1980

年の旱魃がマツを弱らせ被害を大きくしたとも

推定されているので油断はできない� 大東島は

台風の常襲地帯であるので� 森林の上層を覆う

マツが一斉に枯れると� 1983年の大型台風の直

撃で小笠原の松枯れ後の森林が大きな被害をこ

うむった �清水� 1984� ように� 大東島でも大

きな森林の被害がでるおそれがある�

次は植生遷移についてである� これまで大東

島の植生遷移について正面から論じたものはな

いが�正宗�柳原 (1941)に �開墾後最初畑に現

れた樹種はウラジロエノキ� カジノキ� 及びア

カメガシワの 3種であって� 3ヶ月内外で苗圃

の如く繁茂すると云う� との記述がある� これ

らの種はいずれも植生遷移の最初期に現れる典

写真 14 林床に密生するオヒルギの稚樹
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型的なパイオニア種であり� 森林を切り開いた

場合に埋土種子から一斉に発芽したのであろ

う� 小笠原にはカジノキとアカメガシワがな

く� ウラジロエノキとアコウザンショウが真っ

先に疎開地に出現する �清水� 1984�� ただし�

これらのパイオニア種は植生遷移が進むとほと

んどは消失する�

一方� 現在幕や防風林の主体をなしている

リュウキュウマツとモクマオウも陽樹としての

性格が強く閉鎖した林冠下では発芽�成長でき

ないので� 大正時代の植林に由来する現在の親

木が枯れた場合� 天然更新は難しくなるだろ

う� これらが寿命で枯死した後には本来の在来

種 �ダイトウビロウ� タブノキ� モクタチバナ�

ガジュマルなど�� を中心とした森林に移行し

ていく可能性がある �ただし� 原植生が極端に

破壊されたしまった現在では� 種子供給源の問

題もあり� 本来の植生遷移がすんなりと進むわ

けにはいかないかもしれない��

リュウキュウマツもモクマオウも移入種であ

り大東島本来の樹種ではないので� これらが消

えて慣れ親しんだ景観が変わるのを残念に思う

人がいるかもしれないが� 在来種による極相林

化が進むこと自体は決して悪いことではない�

ただし� 台風の常襲地帯であるので� マツやモ

クマオウがまったくなくなってしまうことはな

く� 撹乱によるギャップにこうした陽樹の稚樹

が進出して� いくらかの個体は樹林内に常に

残っていくものと思われる� また� 内陸部のサ

トウキビ畑を守るための防風林として樹高の高

い森林が望ましいということであれば� 新たな

植林も検討されねばならないだろう�

小笠原では戦前に導入されたアカギが在来の

湿性高木林に侵入して在来種を駆逐し� アカギ

林におき換わってしまう問題が起きており� 現

在アカギの駆除対策が検討されている �清水�

1988� 清水� 2002a�� 大東島にもアカギがあり�

大正時代の植林で 63,752本が植えられた記録

があるが� 現在は幕やドリ	ネの樹林に親木が
点
と分布するだけで� 林内に稚樹もほとんど

見かけない� 島が全体に乾燥していることが乾

燥には弱いアカギの旺盛な繁殖を抑制している

ように見受けられるが� 同じ大洋島なのにアカ

ギがふるわない原因がほかにもあれば� 小笠原

でのアカギ駆除に応用できるかもしれない�

もう一つ� 最近小笠原にガジュマルコバチが

侵入して戦前に導入されたガジュマルの稔性が

回復する問題が起こっている� これまで皆無

だったガジュマルの実生があちこちで確認され

ており� それらが大きく育って在来種を圧迫す

るようになるのではないかと心配されている

�清水� 2002b�� 大東島にはもともとガジュマ

ル� アコウ� ハマイヌビワ� ムクイヌビワなど

の �絞め殺し植物� が多数生育しており� 実際

にこれらがモクマオウやリュウキュウマツの樹

冠に取りついて気根を垂らしているのを目にす

ることができる �写真 5参照�� また� 石灰岩の

露出した岩の隙間などからも容易に発芽し成長

できるので岩石地ではこれらの仲間の優占度が

高くなる� 今回の調査では小笠原の旧人家跡に

見られるような巨大な樹冠をもつガジュマルは

見なかったが� 川上 (1933)にはガジュマルが

�生存区域広く幕の内平坦地沼沢地畔或は幕項

脚及海岸強風地帯に至る間彼処此処点
として

繁茂し旺盛を極む� とあり� 原植生においては

今よりももっと目立っていたと推定される� と

はいうものの� 大東島ではガジュマルなどの絞

め殺し植物は樹林の一構成員にとどまり� 他の

在来種に与える影響はあまりないようにみえ

る� 大東島には対応する森林がない小笠原の湿

性高木林で今後ガジュマルがどのような生態を

示すのか注目される�

VII. おわりに

残念ながら大東諸島の植生は開拓による破壊

のために原生的な植生が残っておらず� 辛うじ
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て社寺林や幕に成立する二次林の中に在来種を

残すのみとなっている� しかし� ブナ科の樹木

を欠くなど大洋島としての特徴も備えており�

他の沖縄の島�とは異なった独自の生態系を有

しているといえる� 小笠原と比べると自然環境

が単純で隔離の程度も低いので固有種にまで分

化した生物はわずかであるが� 隆起環礁という

小笠原とは異なった大洋島の歴史の一断面を示

す点で貴重な存在である� 大東島が環礁になる

前の植物相を知ることができれば� 小笠原の植

生成立の解明にも大きなヒントが得られたであ

ろうが� その望みはかなえられない� しかし�

ヒメタニワタリやアツバクコなど小笠原とつな

がりのある植物の存在� あるいは� アカギやガ

ジュマルの生態の違いなど両者を結びつける興

味深い問題もある�

南大東島では現在� 島の自然� 歴史� 文化を

ありのまま丸ごとミュ�ジアムにしたててしま
おうという �島まるごとミュ�ジアム構想� の
実現に向けて作業が進んでいる �金川� 2002	

宮城� 2002
�島の中央に建設されたビジタ�セ
ンタ�を拠点に住民参加型で資源の掘り起こし
と蓄積を行ない� エコツア�や自然保護などの
諸施策を統一的に実現しようとするものであ

る� 開拓の途中で絶滅してしまった生物もあ

り� また� 現在絶滅に瀕している植物 �ルソン

ヤマノイモ� ユズノハカズラ
 や動物 �ダイト

ウノスリ� ダイトウコノハズク
 などもある�

植物だけでなく動物の生息地ともなる池やド

リ�ネ� 幕の植生をこれ以上壊すことなく大切
に保存していただきたい�

大洋島としての自然が似ているだけでなく�

小笠原も大東島も八丈島からの移民を仲立ちと

してよく似た伝統�文化を継承している� 戦前

には小笠原からサトウキビの品種や植林用の樹

木の種子を導入するなど直接の交流があった

が� 現在は東京都と沖縄県に属するとの先入観

から実際の距離以上に隔たりがあるようにみえ

る� 同じような由来と歴史をもつ日本の大洋島

として� 両者の交流がもっとあってもよいので

はないだろうか�

最後に� 今回の調査の機会を与えてくださ

り� 現地でも調査の便宜を図ってくださった法

政大学文学部地理学科の漆原和子先生にお礼申

し上げます�

まとめ

南大東島の自然をほぼ同緯度にある大洋島の

小笠原諸島と比較しつつ� もう一つの大洋島の

視点から考察した� 南大東島は海洋プレ�ト上
に形成された大洋島であるが� 一度環礁となっ

てから再隆起した島 �隆起環礁
 であるため�

古い起源の生物はおらず� 生物相は単純であ

る� 大洋島の生物相の特徴として� 本来オオコ

ウモリ以外の陸棲脊椎動物を欠くことや� ブナ

科やマツ科などの沖縄本島で優勢な植物グル�
プが存在しないことなどがあげられる� しか

し� 現生生物が定着してからの隔離の時間が短

いので� どの生物グル�プでも固有率は低く�
他の島症候群 �適応放散など大洋島の生物に特

徴的な諸現象
 もほとんど見られない� 興味深

いのは大池周辺に群生する陸封型のマングロ�
ブ �オヒルギ群落
 の存在である� いつどのよ

うにしてここに定着したのか今後の究明が待た

れる�

地形が単純で� 標高も低い �雲霧帯がない


ので� 植生も単純である� しかも� 1900年の入

植以来のサトウキビ栽培で内陸部は開墾し尽く

されたので� 原植生は残っていない� 戦前の記

述や写真から� 無人島時代には樹冠の突出した

ダイトウビロウと下層を埋めるタブノキ� ガ

ジュマル� モクタチバナなど他の在来種からな

る二段林が広がっていたと推測される� 現在は

内陸盆地では神社の境内やドリ�ネの壁面など
に� また� 環状丘陵地では 2, 3列の幕の高まり

にのみ大正時代に植林された樹林 �二次林
 が
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残存している� 植林由来のリュウキュウマツや

モクマオウの大木が枯れた後に植生遷移がどの

ように進むのか注目される� なお� 海軍棒の海

岸植生� 幕の樹林帯� 大東神社の植生� 大池の

オヒルギ群落� 星野洞ドリ�ネ壁の植生につい
ては今回簡単な植生調査を行ない� 樹冠断面図

を示した�

小笠原とのつながりでは� ヒメタニワタリや

アツバクコが日本では両諸島にのみ存在するの

が注目される� 一方� 小笠原の在来林に侵入し

て自然保護上の大問題となっているアカギは�

南大東島では点�と分布するのみで小笠原に見

るような勢いはない� また� 最近送粉昆虫のコ

バチが侵入して稔性を取り戻した小笠原のガ

ジュマルは各地で実生が見られるようになり今

後の動向が心配されているが� 南大東島ではガ

ジュマル� アコウ� ハマイヌビワなどの �絞め

殺し植物� も樹林の一構成員の位置にとどまっ

ている� これらの種の両諸島での生態の違いが

何に由来するのか研究する必要がある�

南大東島を開拓した玉置半右衛門は小笠原と

も縁が深く� また� 両諸島とも八丈島からの移

民が多かったため� 共通した八丈文化の名残が

みられる� 両諸島とも現在エコツア�を推進し
ようとしており� 日本の大洋島として両者の交

流が望まれる�
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